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令和７年度  市民等アンケート調査  修正案説明資料  

 

昨年度の審議会と審議会後のコメントシートでのご意見・ご提案を踏まえ、

事務局にて検討を重ね、前回の案から修正した主な点は以下のとおりです。  

 

 

１  実施時期  

・市  民：令和７年８月中旬～９月中旬（お盆休み明けに発送）  

  ・市職員：令和７年８月上旬～８月末  

  ・事業所：令和７年７月  

 

２  送付数  

市民対象については、若年層の回答数を上げるために、前回の回答  

  率を基に若年層（10 代・20 代）の送付数を増やす。  

 

３  設問内容の精査  

アンケート設計について、前回の案では設問数が多かったため、以  

  下の（１）の点を踏まえて設問を精査し、抜本的に見直しを行いまし  

た。  

 

 （１）精査・見直しの考え方  

    ①次期プランの策定を見据えて、本当に必要か否かを精査する。  

→詳細に聞きすぎている設問は簡素化や削除をし、見直す。  

②結果を踏まえて、今後の政策（立案）に結びつくか。  

    ③回収率を上げるため、回答時間を 10 分～15 分に収める。  

→前回の想定：30 分程度（実質 120 問）  

    ④設問の表現や選択肢は、国の調査や他自治体のアンケート調査  

を参考にする。（比較も可能となるため。）  

    ⑤「ジェンダー平等」の言葉は、多様な性の内容と混同される恐  

     れがあるため、アンケート全体で「男女共同参画と多様な性」  

の表現で統一する。  

   ⑥いわゆる“役所言葉”や専門用語、市民に馴染みのない言葉が  

     使われていないかを確認（例：施策、推進など）  

 

 

 

 

資料５－１  

男女共同参画及び多様な  

性の尊重に関する審議会 

令和７年５月 23 日  



 

2 

 

 （２）必ず入れる設問（前回と変更なし）  

第６次プランの指標・数値目標になっているものは、必ず入れる。  

    ・「ジェンダー」という言葉の認知度   

    ・「アウティング」という言葉の認知度  

    ・「パートナーシップ宣誓証明制度」の認知度  

    ・「よこすか LGBTs 相談」の認知度  

    ・社会全体で男女の地位が平等になっていると思う人の割合  

    ・女性特有のがん検診の受診率  

    ・デュオよこすか「女性のための相談室」を知っている人の割合  

    ・デートＤＶ・ＤＶに関して相談できる機関を知っている人の割合  

 

４  主なスケジュール（予定）  

月  内容  

令和７年５月  ・第１回審議会→アンケート内容の再審議  

    ６月  ・審議内容を踏まえて修正→アンケート完成  

７月  
・調査票発送準備、集計業務委託（業者選定手続き）  

・事業所アンケート実施（仮）  

８月  
・市職員アンケート実施（上旬～）（仮）  

・（お盆明け）市民アンケート調査票発送  

９月  ・市民アンケート回答〆（中旬）  

10 月  
・第２回審議会  

・アンケート→業務委託による集計中  

11 月  ・アンケート→業務委託による集計中  

12 月  ・アンケート→受託業者から結果提出予定  

令和８年１月  ・第３回審議会→アンケート結果速報値報告（下旬予定）  

２月   

３月  ・第４回審議会→アンケート結果報告と次期プランの骨格検討  
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令和７年度  市民等アンケート調査  修正点（詳細）  

 

【市民アンケート】  

１  全体  

 （１）大項目の表題に「○○についてうかがいます」を追記・  

統一  

 （２）設問の取捨選択の精査（回答目安時間を 1５分に収める）  

 

２  はじめに（属性の問）  

 （１）ジェンダー統計についての説明を追記  

 （２）介護の「（配偶者以外）」を削除  

 

３  設問  

 （１）回答する際に正確な意味を知る必要な用語の解説を追加  

    →男女共同参画、多様な性の関連用語、DV・デート DV 

 （２）問５の設問項目を大分類に集約  

 （３）「身の回りに性的マイノリティの方がいたらどう思うか」  

    の設問（嫌悪感を尋ねるような設問）や「当事者の生き  

づらさ」に関する設問を削除  

 

【市職員アンケート】  

 （１）市民アンケート調査の修正に合わせ、内容を修正  

 （２）セクシュアル・ハラスメント、パワー・ハラスメントの  

設問を、自由記入→選択式に変更  

 

【事業所アンケート】  

 （１）各項目で「現状」「困っていること」「市に求めること」  

を軸とした設問構成に変更  

 （２）女性活躍推進に関する設問の追加  

 （３）女性の健康課題に関する設問の追加  

 （４）多様な性に関する設問を追加  
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【参考】  

 

設問数と回答率の比較  

 

 

横須賀市 横須賀市 国 横浜市 逗子市 渋谷区

Ｒ３ Ｒ７ Ｒ４ Ｒ６ Ｒ２ Ｒ２

設問数 120 61 20 46 39 83

回答率 45.6% 56.9% 33.3% 49.8% 19.3%

送付数 2,000 2,000 5,000 5,000 2,000 3,000

横須賀市 横須賀市

Ｒ３ Ｒ７

設問数 51 49

回答率 71.5%

送付数 600 600

横須賀市 横須賀市 渋谷区 厚労省

Ｈ28 Ｒ７ Ｒ２ Ｒ５

設問数 61 46 71 157

回答率 10.7% 14.2% 18.3%

送付数 803 800 500 15,000

市民

市職員

事業所


